
資料編

数学を学ぶ楽しさを味わう指導の工夫
－ －気付きの根拠を探求する活動を取り入れて

長期研修員 早川 洋一郎

長期研修員 萩原 裕一郎

（ 「 」、 「 」）研究の検証授業 中学校２学年図形領域 平行線と角 中学校３学年図形領域 相似な図形

で使用した本時案、学習プリント等が載せてあります。

中学３年生の見たい項目をクリックして下さい

中学校２学年 図形領域「平行線と角」 中学校３学年 図形領域「相似な図形」

考察、目標と評価規準、指導計画１．考察、目標と評価規準、指導計画 １．

２．本時案 ２．本時案

第１時基礎コース

第２時第１時、第２時

第３時第３時、第４時

第４時第５時、第６時

第５､６時第７時、第８時

第７､８時（発展コース）第９時、第10時

第７､８時（基礎コース）応用コース(抜粋)

第９､10､11時第８時

発展コース(抜粋) ３．参考資料(授業の様子)

第１、３、５時第８時

第７、８時３．学習プリント

第９、10、11時第１時､第２時で使用した学習プリント

第５時で使用した学習プリント

第８時､第９時で使用した学習プリント

４．ヒントカード

第８時で使用したヒントカード( )抜粋

５．実態調査に使用したアンケート

６．参考資料(授業の様子)
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数学科学習指導案
藤岡市立西中学校 ３年２組
指導者 萩原 裕一郎

１ 題材名 「相似な図形」（第５章「相似と比」）

２ 考察
（報告書参照）

３ 題材の目標と評価規準
（1） 題材の目標
（報告書参照）
（2） 題材の評価規準
（報告書参照）
（3） 学習活動における具体の評価規準
（報告書参照）
（4） 単元の評価計画一覧

学習過程 つかむ 広げる追求
５ ７ ９

時間 １ ２ ３ ４ ・ ・ ・ 11
評価の観点 ６ ８ 10

数学への関心・意欲・態度 ○ ○ ○
数学的な見方・考え方 ○ ○ ○
数学的な表現・処理 ○ ○ ○ ○

数量・図形などについての知識・理解 ○ ○ ○ ○

（全11時間予定）４ 指導・評価計画

過 時 ねらい(●)と 具体の評価規準 指導上の留意点（・）及び支援 評価項目
程 間 主な学習活動(・) （評価方法）「努力を要する」状況と判断した生徒への手だて（☆）

つ １ ●図形を拡大、縮小することの意味と ・普段の生活の中での拡大・縮小のイメージを大切 ○自分なりの考えをもち、【関・意・態】
か 相似な図形の性質を知る。 ○相似な図形のかき方や にして取り組むよう助言する。 進んで相似な図形やその
む 性質に興味をもち、自 性質について調べてい

分で拡大・縮小の意味 ・発見したことを、まずは自分の言葉で表現すれば る。

（

北海道の形を３倍にする作図をし
Ｔ や相似な図形の性質を よいことを伝える。 （観察と学習プリントの記よう。
Ｔ 調べようとしている。 述内容の分析及び振り返
・北海道の図を３倍にする作図をおこ りシート）

）

ない、その作図の仕方について説明
しあう。 ☆写真などの具体物を提示することで、理解を深め 見
・写真を横だけ３倍、縦だけ３倍、縦 るようにする。 通
横３倍したもの見て、できあがった し
作図を基にして、形を変えないで大 １
きくしたり、小さくしたりすること
を拡大、縮小ということを確認す
る。また、拡大・縮小された図形同
士が相似であることをおさえる。

●相似な図形の性質についてまとめ、 ☆図形を実際に切り取って重ねたり、作図をしたり ○作図や実測を通して、相【表現・処理】
相似比について知り、それを基に辺 ○操作や作図を通して、 しながら理解できるようにしていく。 似の性質をとらえてい
の長さを求める。 相似な図形の性質を直 る。

観的にとらえることが （学習プリントの記述や観同じ形の四角形を探して、なぜ同
できる。 察）じと判断したかの根拠についてみ

・学習プリントに各自で確認しながら記入する。んなで考えていこう。
・実測や操作を通して、形が同じ四角
形を探し出す活動を行い、何を基に ・様々な問題を用意し、個に応じて取り組むことが

２ 同じ形であるかを判断したかを話し できるように配慮する。 ○相似な図形の性質が分か【知識・理解】
合うことにより、相似の意味や性質 ○相似な図形の性質を理 っている。
について知る。 解している。 （学習プリントの記述）

☆図を通して、視覚的にとらえやすい学習プリント ○相似な図形の性質を使っ相似比の意味と比の性質を利用 【表現・処理】
○相似な図形の性質を使 を用意する。 て対応する辺の長さを求して、相似な図形の辺の長さを求
って、図形の相似比や めている。め、その求め方を説明してみよう。
対応する辺の長さを求 （学習プリントの記述）

・相似な図形の辺の長さを求めて、そ めることができる。
の求め方を説明できるようにする。

【小学校】
三角形や四角形などの

性質について、図形を
かいたり、作ったりし
て確認する。

【中１】
平面図形

・基本の性質
・図形の対称
・基本的な作図

など

【相似な図形】

・拡大、縮小
・形が同じ図形

・相似な図形とその性質
・相似な図形と相似比
・相似の位置

・三角形の相似条件
・三角形の相似条件の利用
・三角形の相似条件を使った証明

・測量への利用

【図形と比】

・三角形と比
・三角形と比についての定理の逆
・平行線と線分の比

【中３】
三平方の定理とその証明

【高校：数学Ⅰ】
・三角比の定義
・相似形の面積比、体積比

【高校：数学Ａ】
・角の二等分線と辺の比

・方べきの定理

題材の系統

対頂角の性質 平行四辺形の性質 平行線の錯角

辺・線分の比 辺・線分の位置関係

面積の比

学習内容の関連の広がり
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３ ●相似の位置にある図形を考え、いろ ・北海道の作図がどうしてかけたのかを考察するこ ○１点を中心として相似な【表現・処理】
いろな方法でかく。 ○相似な図形を作図する とにより相似の位置にある図形のかき方を考え 図形をかいている。

ことができる。 る。 （学習の様子と学習プリン
・基本的なかき方について 全員で確認してから、 ト）いろいろな相似な図形のかき方を
いろいろなかき方をさがすようにする。 ○作図を通して拡大・縮小 見見つけ出して、みんなに伝えよう。 【知識・理解】

・相似の中心をいろいろなところにと ○拡大・縮小、拡大図・ ・作図がすんだ生徒は、発展的な作図にも取り組む の意味をとらえ理解して 通
った作図をできるだけ、かき出し、 縮図の意味を理解して ようにする。 いる。 し
その方法を説明しあう。 いる。 ☆相似の中心をヒントとしていくつか提示した学習 （学習プリントの記述や観 １

プリントを用意する。 察）

４ ●三角形の合同条件を基にして、三角 ・①３辺の比を等しくかいた。 ○三角形の合同条件をより【見方・考え方】
形の相似条件を見いだしてまとめ ○相似の性質をとらえ、 ②２辺の比とその間の角を等しくかいた。 どころにして、相似条件
る。 三角形の合同条件をよ ③１辺の比とその両端の角を等しくかいた。 を考えている。

りどころにして、相似 というようにとりあえずまとめたのち、相似比を （学習プリントの記述や話
条件を考えることがで 考えなければ２組の角が等しければ相似になるこ し合いの様子の観察）相似な三角形の作図から相似条件
きる。 とに気付くようにする。を考え、明らかにしていこう。

・解決の見通しをもち、各自で追求す
る。 ・合同は相似比が１：１なので相似と考えてよいこ
・その追求の観点が同じ生徒でグルー とにも気付くようにする。
プをつくり、よりよいものを考え合
う。 ☆合同条件と対応させながら考えることができる補
・互いのグループの考えを聞き、ま 助プリントを用意する。
た、自分の考えを練り直す。

５ ●三角形の相似条件を使って相似な三 ・相似な三角形を探すカードゲームを行い、三角形 ○図形が相似であることを【表現・処理】
・ 角形を見つけ、証明の仕方を知る。 ○三角形の相似条件を適 の相似条件を確認してから、証明問題に取り組む 言葉や式を使って表して
６ 切に使って、説明を書 ようにする。 いる。

くことができる。 （学習の様子や学習プリン相似な三角形を見つけて、その根
・自分なりの説明から、より簡潔な形としての証明 トの記述）拠を工夫して説明してみよう。

・複合図形も含む問題において、相似 をつくりあげることができるようにする。
な三角形を探して、その根拠を自分
なりに図や式、言葉を使って説明す ・証明の形として、合同の証明を思い出すよう助言
る。 する。

☆複合図形の中から、相似な三角形を探し出すとき
に、実際に図形を切り取って考えてることができ
るプリントを用意する。

☆ひらめきの素を用意する。

●図の中から成り立ちそうな性質や関
追 係を見いだし、相似条件を使って証 ・図形を見た感じ、直観でいいので「こうかな？」
求 明する。 と思う性質を書いてみることを伝える。
す
る ・見つけたものを着目した観点で分類しながら、黒三角形の相似条件や既習事項を使

板に整理していく。

（

って相似であることや図形の性質
習 見を証明してみよう。
熟 ・発展的な課題に（ 、 を３等分する点とした 通M N
度 発 ら）挑戦するグループもあってもよい。 し
別 展 ２
少 コ ・代表的な証明をいくつか で映しながら発表OHC
人 ｜ し交流する。
数 ス
指 ・学んできたことの関連が視覚的にとらえられるよ
導 うに、黒板でカードを使って分類する。

の辺 ,辺 の中点をそ ○三角形の相似条件や既習

）

ABCD BC CD 【関・意・態】
れぞれ, , とし, , と の ○三角形の相似条件や既 ☆相似な三角形を見つけてみよう、など視点を与え の図形の性質を用いて図M N AM AN BD
交点をそれぞれ, , とする。このと 習の図形の性質を用い るようにする。 形の性質を考えている。E F
き □が成り立つことを証明しなさい て図形の性質を考えよ （観察と学習プリントの記、 。
・相似について証明する。 うとしている。 ☆ひらめきの素と補助プリントを用意する。 述内容の分析及び振り返
・その結果から分かる性質をみつける。 りシート）

、 、・その性質が 相似の証明を基にして
言えないかどうか証明してみたのち ☆証明を進めるヒントとなる補助プリントを用意す
に、グループに分かれてよりよいも る。
のに再構築していく。
・お互いの証明を交流し合う。
７ ・友達の証明や根拠として活用したものの関連や広
・ がりを視覚的にとらえられるようにする。【見方・考え方】
８ ●図の中から相似になっていそうな三 ○相似条件を適切に使っ ○相似条件を適切に使って
角形や成り立ちそうな図形の性質を て図形の性質を調べて ・△ ∽△ の証明に全員共通で取り組 図形の性質を調べて論証AED MEB
見いだし、相似条件等を使って証明 論証することができ む。 している。
する。 る。 （観察や学習プリント）

・一斉に確認をする。
①

・図形を見た感じ、直観でいいので「相似かな？」
と思う三角形や成り立ちそうな図形の性質を書き
出してみることを伝える。

基
礎 ・見つけたものを着目した観点で分類しながら、黒
コ 板に整理していく。 ○線分の長さや比を求める【知識・理解】
｜ ○線分の長さや比を求め には、三角形の相似条件
ス るには、三角形の相似 ・各自の相似の証明が済んだ生徒は、その他証明し を根拠として使うことが

条件を根拠として使う てみたいものを選んで取り組んでよいことを伝え できることを理解してい
ことができることを理 る。 る。
解する。 （学習プリント）

② ☆証明の補助プリントとひらめきの素を活用する。

☆三角形の相似についてを中心に証明に取り組むよ
うにする。

☆証明を進めるヒントとなる補助プリントを用意す
・①の、問題において、相似な三角形 る。
を見つけて証明した後、②の問題にお
いてさらに相似な三角形を探したり他 ・友達の証明や根拠として活用したものの関連や広
の図形の性質を探し出したりして証明 がりを視覚的にとらえられるようにする。
をする。

９ ●相似な図形の性質を使って実測でき ・先人の測量についての様子を伝えて、自分の取り ○相似の考えを活用して直【関・意・態】
・ ない高さを求める。 ○相似の考えを活用して 組みたい方法を選ぶようにする。 接測定できない距離や高
10 直接測定できない距離 さなどを調べている 観相似な図形の性質を使って、身の 。（

Ａ

Ｅ

Ｄ

ＣＭＢ

Ａ

Ｅ

Ｄ

Ｎ

ＣＭＢ

Ｆ

Ａ

Ｅ

Ｆ

Ｎ

Ｄ

ＣＭＢ
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や高さなどを調べよう ・選んだ測量につかう道具を各自で作るようにす 察及び振り返りシーまわりにあるもので直接測ること
広 としている。 る。 ト）ができない高さを測ってみよう
る ・調べる方法を各自で決めて、工夫し ・製作に必要と思われるものは準備しておく。 ○縮図を使って間接的に距【表現・処理】
Ｔ て調べる。 ○縮図を使って間接的に 離や高さを求めている。 見
Ｔ 距離や高さを求めるこ ・測量の方法別に教師の担当を決めて支援にあたる （活動の様子や学習プリン 通

とができる。 ようにする。 ト） し
３

☆先人の測量についての様子が分かるプリントを用
意する。

☆方法や道具など個に応じて利用ができるように準
備する。

11 ・自分の測量の結果や測量法の根拠を相似の考えを ○相似の考えを用いて間接【見方・考え方】
○相似の考えを用いて、 使って友達に伝えられるようにする。 的に距離や高さを調べ、調べた高さや距離と考え方につい
間接的に距離や高さを その結果が適切であるかて発表しよう

・校舎の高さについて、調べ方や結果 調べ、その結果が適切 ・全員の結果を平均し、実際の校舎の高さと比較し を振り返って考え、発表
を導く根拠も含めて発表する。 であるかどうかを振り その値の近さに驚き、実際に使えたことをさらに している。

返ることができる。 実感できるようにしていく。 （発表資料等）
・発表を通して、相似の性質が利用で ○身のまわりには相似の考
きる場面が身のまわりにたくさんあ ☆結果を図や表などを使ってまとめる例を提示す えが利用できる場面が多【知識・理解】
ることを知る。 ○縮図の利用のしかたが る。 くあることを理解してい

分かる る。
・発表の仕方については、各自の工夫 ☆友達の様々な取組にふれられるようにする。 （観察や振り返りシート）
を認める。
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【ＴＴ】
（本時案第１時）

(1) ねらい 作図や操作を通して、図形を拡大・縮小するということと、相似について知る。

(2) 準備

(教師) 教師用拡大器、学習プリント、ひらめきの素（既習内容をまとめたカードで、学習が進むにしたがって

リングにファイルしていく ）。

(生徒) 教科書、ノート、生徒用拡大器、コンパス、分度器、三角定規、はさみ

(3) 展開(１／１１ 見通し１にかかわる授業)

学 習 活 動(○) 学習への支援及び留意点 評価項目(評価方法)

時間

◇予想される生徒の反応 (☆努力を要すると判断される生徒への具体的な手だて)

不思議な作図をしよう。

○拡大器（右図）を使って、

学習プリントに示された北 １５

海道を基にした図形を各自

で作図する。

○できあがった図形はどんな １５

図形かを考える。 【拡大器】

◇形が似てる。 ①を中心として固定し、②で図形をなぞると、③の

関◇大きくなってる。 先についた筆記用具で３倍の拡大図が作図でき

◇拡大されている。 る。 ○自分なりの考えを

◇３倍かな。 ・教師用には黒板で利用できる大きなものを、生徒 もち、進んで相似

用には厚紙で作ったノートで作業するのに適当な な図形やその性質

大きさのものを作る。 について調べてい

る。

○縦、横とも３倍の図を見 １０ ・拡大、縮小という言葉は、コピー機の使用時など ◎自分なりの考えを

て、拡大器で作図した北海 で、普段の生活の中でも使う言葉であるので、自 もち、進んで相似

道と比較する。 分なりのイメージをもっている。そのイメージを な図形やその性質

大事に学習していくことを伝える。 についていろいろ

な観点から調べて

いる。

（観察・学習プリ

ントの記述・振

り返りシート）

表元の図

①横だけ３倍 ○作図を通して、拡

大・縮小の意味を

理解している。

②縦だけ３倍 ③縦横とも３倍 ◎作図を通して、拡

○作図したものを基にして、 １０ ☆写真などの具体物を見て、理解を深めるようにす 大・縮小の意味を

拡大の意味について考え る。 的確にとらえ説明

る。 ・写真を横だけ３倍、縦だけ３倍、縦横３倍したも している。

◇作図①、②と③の違いに気 のを提示し、できあがった作図を基にして、形を （学習プリント・

付く。 変えないで大きくしたり、小さくしたりすること 観察）

◇拡大（縮小）は同じ形のま を拡大、縮小ということと、この拡大・縮小され

ま図形を大きく（小さく） たお互いの図形を相似ということを確認する。

すること。

×①
② ③
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【ＴＴ】
（本時案第２時）

(1) ねらい 相似な図形の性質についてまとめ、相似比について知り、それを基に辺の長さを求める。

(2) 準備

(教師) 学習プリント、ひらめきの素
(生徒) 教科書、ノート、コンパス、分度器、三角定規

(3) 展開(２／11）

学 習 活 動(○) 学習への支援及び留意点 評価項目(評価方法)

時間

◇予想される生徒の反応 (☆努力を要すると判断される生徒への具体的な手だて)

表同じ形の四角形を探そう
○実測や操作を通し

○なぜ同じ形と判断したかのそ て、相似な図形の性１０
の根拠について考えていく。 質をとらえている。
◇角の大きさがみんな等しい ◎実測や操作を通し
（重なる）から、エが同じ形 て、相似な図形の性
だ。 ・実測や操作を通して、形が同じ四角形を探し出す活 質をとらえ説明をし
◇エは辺の長さがみんな２倍に 動を行い、何を基に同じ形であるかを判断したかを ている。
なっている。 話し合うことにより、辺の比や角の大きさに着目し （学習プリント・観

ていけるようにする。 察）
☆図形を実際に切り取って重ねたりしながら気付いて
いくようにする。

○ひらめきの素を使って相似・ ・拡大、縮小された図形は、元の図形と相似であると
相似な図形の性質についてま いうことを確認する。５
とめる。 ・学習プリントに各自で確認しながら記入する。

相似比の意味と比の性質を利用して、相似な図形の辺の長さを求めよう

○相似比の意味について知る ・学習プリント（下の図の二つの相似な三角形）を基１０

知にして、全体で確認しながら学習を進める。

○相似な図形の性質を

理解している。

◎相似な図形の性質を

理解し、相似比の考

察に活かしている。

☆図を通して、視覚的にとらえやすい学習プリントに （学習プリントの記

取り組む。 述）

○比の性質ついて知る ・ａ：ｂで表された比で、ａをｂでわった商 を１０

比の値ということと、ａ：ｂ＝ｃ：ｄならばａｄ＝

ｂｃということを意味も含めて理解していくように

する。

表○相似比や相似な図形の辺の長 ・様々な問題を用意し、個に応じて取り組むことがで２０

さを求める問題に取り組む きるように配慮する。 ○相似な図形の性質を

☆本時の学習内容を振り返り、確実に理解・定着でき 使って対応する辺の

るように細かい段階をふんで解決していく問題プリ 長さを求めている。

ントに取り組む。 ◎相似な図形の性質を

使って対応する辺の

長さを手際よく求め

ている。

（学習プリントの記

述）

ａ

ｂ

ア

イ ウ

エ
オ

６ｃm

３ｃ
４ｃm
２ｃm
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【ＴＴ】
（本時案第３時）
(1) ねらい 相似の位置にある図形をいろいろな方法でかく。
(2) 準備
(教師) 学習プリント、ひらめきの素
(生徒) 教科書、ノート、コンパス、分度器、三角定規、はさみ

(3) 展開(３／11）

学 習 活 動(○) 学習への支援及び留意点 評価項目(評価方法)
時間

◇予想される生徒の反応 (☆努力を要すると判断される生徒への具体的な手だて)

北海道の図がどうして拡大できたのかを考えよう。
○拡大器を使って、ぞれぞれ ２０ ・第１時に各自が作図した図を基に考察していくよ
の図に対応する点を３カ所 うにする。
うち、その点と作図の中心
との位置関係について考え
る。
◇線分の比が等しい
◇小さな北海道と大きな北海
道の交点を結んでできる三
角形が相似になっている。

○四角形の１頂点を相似の中
心とした、相似比１：２の
図形の作図に取り組む。

☆点だけでは考えることができない場合は、点を結
んだ直線を引いて考えるようにする。
・北海道の形の作図から気付いたことを手がかりに
作図に取り組む。
・各自で作図に取り組み、このかき方については全
員で確認してから、その他のかき方をさがすよう

表にする。
☆作図のヒントを提示した学習プリントに取り組 ○１点を中心として
む。 相似な図形をかい

ている。
○相似の中心をいろいろなと ２０ ◎様々な位置にとっ
ころにとった作図に取り組 た１点を中心とし
む。 て相似な図形を正

確にかいている。
（学習の様子・学
習プリント）

・上の作図がすんだ生徒は下のような作図にも取り
組む。

○相似になっていることを確
認する。

知○相似な図形の作図から、対 １０ ・相似な図形の対応する２点を通る直線がすべて１
応する線分の位置関係につ 点Ｏで交わり、対応する線分がすべて平行である ○作図を通して拡大
いて確認する。 とき、相似の位置にあるといい、Ｏを相似の中心 ・縮小の意味をと

ということをまとめる。 らえ理解してい
○ひらめきの素を使って本時 ・拡大図、縮図という言葉も知る。 る。
のまとめをする。 ◎作図を通して拡大

・縮小の意味をと
らえ的確に理解し
ている。
（学習プリントの
記述・観察）

Ｏ
ア

Ｏ

ア

×

Ｏ

ア

アア
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【ＴＴ】
（本時案 第４時）
(1) ねらい 三角形の合同条件を基にして、三角形の相似条件を見いだしてまとめる。
(2) 準備
(教師) 学習プリント、ひらめきの素
(生徒) 教科書、ノート、コンパス、分度器、三角定規

(3) 展開(４／11）

学 習 活 動(○) 学習への支援及び留意点
時間 評価項目(評価方法)

◇予想される生徒の反応 (☆努力を要すると判断される生徒への具体的な手だて)

考
三角形はどんなとき相似になるのか考えよう ○三角形の合同条件

をよりどころにし△ＡＢＣと相似で、相似比が１：２である△ＤＥＦをかこう
て、相似条件を考

１５ えている。
○コンパス、分度器、定規を ◎三角形の合同条件
使って、できるだけいろん をよりどころにし
な方法で△ＤＥＦをかいて て相似条件をとら
みる。 え、それぞれに対
◇各自が自分なりの方法で取 応する合同条件と
り組む。 のつながりを考え

ている。
（学習プリントの
記述・観察）

☆作図のヒントとなるカードを使って作図に取り組
む。
△ＡＢＣと相似で、相似比が１：２である
△ＡＢＣがある。' ' '
△ＡＢＣと合同になる△ＤＥＦをかけば' ' '
△ＡＢＣと△ＤＥＦは相似になる。
という考え方を基に作図に取り組む。

○作図したものを発表しあ １５ ・相似ということを意識して、
い、分類整理する。 ①３辺の比を等しくかいた。
◇予想される作図 ②２辺の比とその間の角を等しくかいた。
・三つの辺でかいた。 ③１辺の比とその両端の角を等しくかいた。
・二つの辺とその間の角で というようにとりあえずまとめる。
かいた
・一つの辺とその両端の角
でかいた

○③ついて考える。 １０
◇右の図のような三角形を見
て、相似であることに気付
く。

・相似比を考えなければ２組の角が等しければ相似
になることに気付く。

○ひらめきの素を使って三角 １０ ①３組の辺の比が全て等しい。
形の相似条件としてまとめ ②２組の辺の比とその間の角がそれぞれ等しい。
る。 ③２組の角がそれぞれ等しい。

・合同は相似比が１：１なので相似と考えてよいこ
とにも気付く。

Ａ

ＣＢ
Ｂ'

Ａ '

Ｃ'

△ＡＢＣ∽△Ａ 'Ｂ 'Ｃ '
AB:A'B'＝１：２
BC:B'C'＝１：２
CA:C'A '＝１：２
∠ A＝∠A',∠B＝∠B',∠C＝∠C'

Ｅ Ｆ

Ｄ

Ａ

ＣＢ
70°60°

2ｃm

Ａ

ＣＢ
70°60°

1cm

Ａ

ＣＢ
70°60°
4ｃm
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【ＴＴ】
（本時案 第５・６時）
(1) ねらい 三角形の相似条件を使って相似な三角形を見つけ、証明の仕方を知る。
(2) 準備
(教師) 相似トランプ、学習プリント、ひらめきの素
(生徒) 教科書、ノート、コンパス、分度器、三角定規

(3) 展開(５・６／11）

学 習 活 動(○) 学習への支援及び留意点 評価項目(評価方法)
時間

◇予想される生徒の反応 (☆努力を要すると判断される生徒への具体的な手だて)

考
相似な三角形を見つけて、その根拠を工夫して説明してみよう。 ○辺の比や角の大き

さに注目して、三
○相似トランプのゲームに取 ・相似な三角形が何組か含まれているカードで、ば 角形が相似である
り組む。 ５時 ばぬきのルールのゲームを行う。ただし、相似な かどうかを弁別し

三角形のカードがそろっても、カードを捨てると ている。
２０ きに使った相似条件を正しく言えなければ、捨て ◎辺の比や角の大き

られない。 さに注目して、三
・カードが捨てられたとき、本当に正しいかみんな 角形が相似である
でよく確認しながらゲームを進めるように伝え かどうかを手際よ
る。 く弁別している。
☆相似条件を、よく覚えていない場合はひらめきの （観察・記録カー
素を見てよいことを伝える。 ド）

○【証明１】∠Ａが直角であ ３０
表る△ＡＢＣで、頂点Ａから

辺ＢＣにひいた垂線とＢＣ ○図形が相似である
との交点をＤとする。 ことを言葉や式を
この図形の中から相似にな 使って表してい
っていそうな三角形をみつ る。
けて、相似条件を使って証 ◎図形が相似である
明しよう。 ことを言葉や式を

・相似な三角形を確認してから証明にはいるように 使って的確に表し
○相似な三角形を見つける。 する。 ている。
◇①△ と△ （学習の様子・学ABC DBA
②△ と△ ☆複合図形の中から、相似な三角形を探し出すとき 習プリント）ABC DAC
③△ と△ に、実際に図形を切り取って考えてることができABD CAD

るプリントを用意する。
○どれを証明するかを選んで
手順を考える。 ☆③は①、②よりも証明が多少複雑であることを伝
◇この相似条件がつかえそう える。
だな。 ・自分なりの説明から、より簡潔な形としての証明

をつくりあげることができるようにする。

○証明を口に出して言ってみ ・証明の形として、合同の証明を思い出すようひら
るか、メモに書いてみる。 めきの素を用意する。

○となり同士で説明し合う。 ・友達の説明を参考にして、より簡潔な説明になお
していく。

○証明のしかたを確認する
・生徒の証明をとりあげて、それぞれの場合につい
て確認する。

６時
○【証明２】右の図のような
△ＡＢＣで、辺ＡＢ上に点 ４０
Ｄを、ＡＤ＝５ となるcm
ようにとる。△ＡＢＣと相
似な三角形を見つけて、相
似であることを証明しよ
う。

☆ヒントカードを何種類か用意し、必要な支援を行
いながら自力で証明を完成させたい。

・終わった生徒のために発展課題を用意しておく。

○三角形の相似条件を利用し ・証明について確認しながら、まとめる。
た証明のしかたについてま １０
とめる。

Ａ

Ｂ Ｃ
Ｄ

９ｃm

６ｃm

５ｃm

Ａ

Ｄ

ＣＢ
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【習熟度別少人数授業、発展コース （８時はＴＴ）】
（本時案 第７・８時）
(1) ねらい 図の中から成り立ちそうな図形の性質を見いだし、相似条件等を使って証明する。

(2) 準備
(教師) 学習プリント、ひらめきの素
(生徒) 教科書、ノート、コンパス、分度器、三角定規、はさみ

(3) 展開(７・８／11） 見通し２にかかわる授業

学 習 活 動(○) 学習への支援及び留意点 評価項目(評価方法)
時間

◇予想される生徒の反応 (☆努力を要すると判断される生徒への具体的な手だて)

関平行四辺形 の辺 、辺 の中点をそれぞABCD BC CD
れ とし と の交点をそれぞれ ○三角形の相似条件、 、 、 、 、 、M N AM AN BD E F
とする。 や既習の図形の性
このとき を証明しなさい。 質を用いて新たな□

図形の性質を考え
ている。

○上記の問題の に入ると ・図形を見た感じ、直観でいいので「こうかな？」 ◎三角形の相似条件□
思う図形の性質をできるだ １５ と思う性質を書いてみることを伝える。 や既習の図形の性
け書き出してみる。 ・補助線を引いてもよいことを伝える。 質を用いて新たな

☆相似な三角形を見つけてみよう。など視点を与え 図形の性質をいろ
るようにする。 いろな観点から考

◇（□に入ると予想されるもの） えている。
①相似に関すること （観察・学習プリ
△ ∽△ 、△ ∽△ ント・振り返りAED MEB AFB NFD
（ を引けば、△ ∽△ 、△ ∽△ ） シート）MN AMN AEF CMN CBD
②辺の比に関すること
AE ME DE BE AF NF BF DF MN BD EF： ＝ ： ＝２：１ ： ＝ ： ＝２：１ ： ＝１：２（ ）、 （ ）、 、

考： ＝２：３MN
③辺に関すること ○相似条件を使って
、 、 ＝ ＝ 図形の性質を調べMN//BD EF//MN BE EF FD

④角に関すること て論証している。
∠ ＝∠ 、∠ ＝∠ （平行線と角の性質・対頂角の性質で多数あり） ◎解決への見通しをADE MBE AED MEB、
⑤面積に関すること もって相似条件を
△ ：△ ＝４：１（辺の比を利用してたくさんある） 適切に使い、図形ABF NDF

・見つけたものを上記の観点で分類しながら、黒板 の性質を調べて論
に整理していく。 証している。

（観察・学習プリ
○△ ∽△ の証明に １５ ☆証明の補助プリントとひらめきの素を活用する。 ント）AED MEB
全員共通で取り組む。 ・証明が済んだ生徒は、その他証明してみたいもの

を選んで取り組んでよいことを伝える。
○各自の選んだ図形の性質に ２０ ・一斉に確認をする。
ついて証明をする。 ☆三角形の相似について中心に証明に取り組むよう

にする。

○お互いの証明を交流する。 ３０ ・代表的な証明をいくつか で映しながら発表OHC
し交流する。

知○根拠のつながり、関連を黒 ２０
板にはったカードを移動し ○線分の長さや比を
ながらまとめていく。 求めるには、三角

形の相似条件を根
拠として使うこと
ができることを理
解している。
◎線分の長さや比を
求めるには、三角
形の相似条件を使
うことが有効であ
ることを理解して
いる。
（学習プリント）

（まとめた図は資料編参照）

Ａ

Ｅ

Ｄ

Ｎ

ＣＭＢ

Ｆ
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【習熟度別少人数授業、基礎コース （８時はＴＴ）】
（本時案 第７・８時）
(1) ねらい 図の中から相似になっていそうな三角形や成り立ちそうな図形の性質を見いだし、相似条件等を使って証
明する。

(2) 準備
(教師) 学習プリント、ひらめきの素
(生徒) 教科書、ノート、コンパス、分度器、三角定規、はさみ

(3) 展開(７・８／11） 見通し２にかかわる授業

学 習 活 動(○) 学習への支援及び留意点 評価項目(評価方法)
時間

◇予想される生徒の反応 (☆努力を要すると判断される生徒への具体的な手だて)

関①平行四辺形 の辺 の中点を とし、ABCD BC M AM
① と の交点を とする。 ○三角形の相似条件BD E

このとき相似な三角形を見つけて証明しなさい。 や既習の図形の性
質を用いて新たな
図形の性質を考え
ている。
◎三角形の相似条件

②平行四辺形 の辺 、辺 の中点をそれぞ や既習の図形の性ABCD BC CD
れ、 、 とし、 、 と の交点をそれぞ 質を用いて新たなM N AM AN BD
れ、 、 とする。 図形の性質をいろE F

② このとき相似な三角形を見つけて証明しなさい。 いろな観点から考
また、他の図形の性質も見つけて証明しなさい。 えている。

（観察・学習プリ
ント・振り返り
シート）

○①の問題で ☆証明の補助プリントとひらめきの素を活用する。
△ ∽△ の証明に １５ ・一斉に確認をする。AED MEB

考全員共通で取り組む。 ・図形を見た感じ、直観でいいので「相似かな？」
○②の問題で自分で見つけら と思う三角形や成り立ちそうな図形の性質を書き ○相似条件を使って
れるだけ書き出してみる。 出してみることを伝える。 図形の性質を調べ

・補助線を引いてもよいことを伝える。 て論証している。
◇（予想されるもの） ◎解決への見通しを
①相似に関すること 持って相似条件を
△ ∽△ 、△ ∽△ 適切に使い、図形AED MEB AFB NFD
（ を引けば、△ ∽△ 、△ ∽△ ） の性質を調べて論MN AMN AEF CMN CBD
②辺の比に関すること 証している。
： ＝ ： ＝２：１ ： ＝ ： ＝２：１ ： ＝１：２ （観察・学習プリAE ME DE BE AF NF BF DF MN BD EF（ ）、 （ ）、 、
： ＝２：３ ント）MN
③辺に関すること
MN//BD EF//MN BE EF FD、 、 ＝ ＝
④角に関すること
∠ ＝∠ 、∠ ＝∠ （平行線と角の性質・対頂角の性質で多数あり）ADE MBE AED MEB、
⑤面積に関すること
△ ：△ ＝４：１（辺の比を利用してたくさんある）ABF NDF

・見つけたものを上記の観点で分類しながら、黒板
に整理していく。

○各自の見つけた三角形の相 １５ ・各自の相似の証明が済んだ生徒は、その他証明し
似ついて証明をする。 てみたいものを選んで取り組んでよいことを伝え

る。
２０ ☆三角形の相似についてを中心に証明に取り組むよ

うにする。

○お互いの証明を交流する。 ３０ ・代表的な証明をいくつか で映したり、模造OHC
紙で示したりしながら発表し交流する。

知○根拠のつながり、関連を黒 ２０
板に貼ったカードを移動し ○線分の長さや比を
ながらまとめていく。 求めるには、三角

形の相似条件を根
拠として使うこと
ができることを理
解している。
◎線分の長さや比を
求めるには、三角
形の相似条件を使
うことが有効であ
ることを理解して
いる。
（学習プリント）

（まとめた図は資料編参照）

Ａ

Ｅ

Ｄ

ＣＭＢ

Ａ

Ｅ

Ｄ

Ｎ

ＣＭＢ

Ｆ
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【ＴＴ】
（本時案 第９・10・11／11時）
(1) ねらい 相似の考え方を用いて、直接測定できない木や校舎の高さなどを求める。
(2) 準備
(教師) 測定用具作成の材料、学習プリント、ひらめきの素
(生徒) 教科書、ノート、コンパス、分度器、三角定規、はさみ

(3) 展開(⑨・⑩・11／11） ○数字は見通し３にかかわる授業

学 習 活 動(○) 学習への支援及び留意点 評価項目(評価方法)
◇予想される生徒の反応 (☆努力を要すると判断される生徒への具体的な手だて)時間

相似な図形の性質を使って、校舎の高さなど直接測ることができない高さを測ってみ
よう。
①タレスの方法 ②江戸時代の数学書「塵劫記」の方法 ③測定器具を作って測る方法

じん こ う き

（数学教育・明治図書 .544より転写）No

（数学基礎・実教出版より転写）

（新しい数学３・東京書籍より転写）

関○③の方法で校舎の高さを全員で １０ ・先人の測量についての様子を伝えて、自分の取り組みた
測量した後、①、②の測定のし い方法を選ぶようにする。 ○相似の考えを活用し
かたの大まかな説明も聞き、自 て直接測定できない
分の取り組んでみたい方法を選 ・選んだ測量につかう道具を各自で作るようにする。 校舎の高さなどを調
択する。 べている。

・製作に必要と思われるものは準備しておく。 ◎相似の考えを活用す
ることに興味をも

○道具を製作する。 ２０ ち、直接測定できな
☆先人の測量についての様子が分かるプリントを用意す い校舎の高さなどを
る。 積極的に調べてい

る。
☆方法や道具など個に応じて利用ができるように準備す （観察・振り返りシ

○③の方法で実際に測量を行う。 １５ る。 ート）
表

・測量の方法別に教師の担当を決めて支援にあたるように ○縮図を使って間接的
する。 に高さを求めてい

○校舎の高さの測量結果について １０ る。
確認する。 ◎縮図を使って間接的

・全員の結果を平均し、実際の校舎の高さと比較しその値 に高さを手際よく求
の近さに驚き、実際に使えたことをさらに実感できるよ めている。
うにしていく。 （活動の様子・学習

プリント）
○自分の選んだ方法で測量する。 １５

考
○自分の選択した測量の結果を図 １５ ・自分の測量の結果や測量法の根拠を相似の考えを使って ○相似の考えを用いて
を使ってその根拠も示しながら 人に伝えられるようにする。 間接的に高さを調
まとめる。 べ、その結果が適切
○調べた高さや距離と考え方につ １５ であるかを振り返っ
いて発表する。 ている。
・高さについて、調べ方や結果を ☆結果を図や表などを使ってまとめる例を提示する。 ◎相似の考えを用いて
導く根拠も含めて発表する。 間接的に高さを手際

・発表の仕方については、各自の工夫を認める。 よく調べ、その結果
が適切であるかどう

☆友達の様々な取組にふれるようにする。 か振り返って考えて
いる。

・発表を通して、相似の性質が利 （観察・発表資料）
用できる場面が身のまわりにた

知くさんあることを知る。
○身のまわりには相似
の考えが利用できる
場面が多くあること
を理解している。
◎身のまわりには相似
の考えを利用すると
有効な場面が多くあ
ることを理解してい
る。
（観察・振り返りシ
ート）



きれいにかけて、びっくり。対応する

２点を結んだ線分が平行になってる。

第３時 第５時

不思議な作図をしよう

×

【できあがった図を見て、もとの図と比較して気付いたことを書こう】

拡大器を使って、北海道の形を３倍に拡大しました。

第１時

相似トランプで相似条件を

楽しく覚えて、

次は証明で使うぞ！！

対応する３点を結んだ三角形

同士が相似になってるよ。
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下の図形で成り立ちそうなことを見つけて証明しよう
の辺 、辺ABCD BC

の中点をそれぞれ、CD
、 とし、 、 とM N AM AN
の交点をそれぞれ、BD

、 とする。E F
このとき、成り立ちそう

なことをできるだけたくさ
んみつけて下の□の中に書
き出そう。

私は を証明してみます。

【証明】

見つけた図形の性質
（太字、アンダーラインは証明が必要なもの）
＜相似＞

BEM DEA② △ ∽△
NCM DCB③の１ △ ∽△
NCM BAD④ △ ∽△
ABF NDF①の１ △ ∽△

＜合同＞
・△ ≡△ （証明済み）ABD CDB
＜面積＞

EAD EMB⑩の１ △ ＝４△
ABF NDF⑩の２ △ ＝４△
ABE AEF AFD⑧ △ ＝△ ＝△
AFD BEM⑨の１ △ ＝２△
AEB DNF⑨の２ △ ＝２△

＜角＞
（１）∠ ＝∠ （平行線の錯角）ADB CBD
（２）∠ ＝∠ （対頂角）AFD BFN
（３）∠ ＝∠ （平行四辺形の対角）BAD DCB
（４）∠ ＝∠ （平行四辺形の対角）ABC CDA
（５）∠ ＝∠ （対頂角）AFB NFD
（６）∠ ＝∠ （対頂角）AED MEB
（７）∠ ＝∠ （平行線の錯角）EAD EMB
＜辺の位置＞
③の２ （△ ∽△ ）BD//MN CNM CDB
（８） （平行四辺形の対辺）AD//BC
（９） （平行四辺形の対辺）AB//DC
⑦の１ （△ ∽△ ）FN//EC DFN DEC
⑦の２ （△ ∽△ ）EM//FC BME BCF
＜辺の比＞
（10） ： ＝２：１（仮定と平行四辺形の対辺）AB DN
①の２ ： ＝２：１（△ ∽△ から）AF FN ABF NDF
（11） ： ＝２：１（仮定と平行四辺形の対辺）AD BM
（12） ： ＝２：１（仮定と平行四辺形の対辺）AD CM
＜辺の長さ＞
（13） ＋ ＝ （平行四辺形の対辺）DN CN AB
⑥の２ ＝２ （△ ∽△ から）EC FN DFN DEC

BE EF FD⑤ ＝ ＝
（△ ∽△ と△ ∽△ から）ABF NDF BEM DEA
⑥の１ ＝２ （△ ∽△ から）FC EM BME BCF
（14） ＝ （平行四辺形の対辺）AD BC
（15） ＝ （平行四辺形の対辺）AB DC

Ａ

Ｅ

Ｄ

Ｎ

ＣＭＢ

Ｆ

Ａ

Ｅ

Ｄ

Ｎ

ＣＭＢ

Ｆ

う～ん。

たくさんありそうだなぁ。

すごい！！

みんなで見つけたら

こんなにたくさん。

第７・８時
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みんなが見つけた図形の性質のつながりを考えて

まとめてみました。

すごいね。

みんな関連していて。

相似条件を使うといろんなことが

証明できるんだね。
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⑧△ABE＝△AEF＝△AFD（証明）
⑤から、
BE＝EF＝FDだから
△ABEと△AEFと△AFDは、底辺の長さが等しく、
高さが共通の三角形になるので、
△ABE＝△AEF＝△AFD

①△ABF∽△NDF（証明）
（５）∠AFB＝∠NFD（ひらめき⑦対頂角）
∠ABF＝∠NDF（ひらめき⑧平行線の錯角）

・・・・ひらめき⑥三角形の相似条件の③より
△ABF∽△NDF

その２ AF：FN＝２：１（△ABF∽△NDFの証明か
ら）

②△BEM∽△DEA（証明）
（６）∠AED＝∠MEB（ひらめき⑦対頂角）

∠ADE＝∠MBE
｛（１）∠ADB＝∠CBD（ひらめき⑧平行線の錯角）｝
または、(7)∠EAD＝∠EMB（ひらめき⑧平行線の錯角）
・・・・ひらめき⑥三角形の相似条件の③より

△BEM∽△DEA

⑦FN//EC（証明）
⑥の２の△DFN∽△DECより

・・・・（ひらめき①の②より）
∠DFN＝∠DEC
同位角が等しいので

FN//EC
その２ EM//FC（証明）
⑥の△BME∽△BCFより
上と同様にして
EM//FC

⑨△AFD＝２△BEM（証明）
②より、
AE：EM＝２：１だから、
△BEA＝２△BEM
また、⑧から、
△BEA＝△AFDなので
△AFD＝２△BEM
その２ △AEB＝２△DNF（証明）
①と⑧から同様にして証明できる。

⑤BE＝EF＝FD（①△ABF∽△NDFの証明と
②△BEM∽△DEAの証明から）

①から、BF：FD＝２：１
②から、ED：BE＝２：１
よって、

BE＝EF＝FD

⑥FC＝２EM
⑤の証明から、BE＝EF

仮定から、 BM＝MC
したがって、BE：BF＝BM：BC＝１：２
共通な角だから

∠EBM＝∠FBC
・・・・ひらめき⑥三角形の相似条件の②より

△BME∽△BCF
したがって、EM：FC＝１：２
よって、FC＝２EM
その２ EC＝２FN
△DFNと△DECにおいて、上と同様に
△DEF∽△DECが証明できるので

EC＝２FN

⑩△EAD＝４△EMB（証明）
⑨より、
△BEA＝２△EMB
⑧より、
△EAD＝２△BEA
したがって、
△EAD＝４△EMB
その２ △ABF＝４△NDF（証明）
⑨と⑧より同様に証明できる

生徒の見つけた図形の性質の関連を図に表しました。
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測量の仕方のヒント

①タレスの方法
紀元前６００年頃、古代ギリシャで活躍した数学者タレ

スがピラミッドの高さを測った方法。
タレスは、まず影の長さをもとに左の図のＢＣの長さを

測った。次に長さのわかっている棒（１ｍが計算が楽）Ｄ
Ｆを垂直に立て、影の長さＥＦを測った。ＢＣ：ＥＦ＝Ａ
Ｃ：ＤＦの式からピラミッドの高さＡＣを求めた。

（数学基礎・実教出版より転写）
②塵劫記の方法

じんこうき

江戸時代の数学書「塵劫記」に紹介されて
いた方法。右の図のように、正方形の紙を半
分に切って直角二等辺三角形ＡＢＣをつく
り、Ｂにおもりをつける。おもりを利用して
ＢＣが地面と垂直になるようにし、左の図の
ように、ＡＢと木の頂点Ｄが一直線となる場
所をさがす。この地点から木までの距離ＦＧ
を測り、それに目の高さＡＦを加えたものが、木の高さにな
る。

③測定器を使って
フロッピ

ィケ ースと
５円 玉など
を利 用して
写真 のよう
な、 角度測
定 器 を 作
る。
これを利用して∠ＢＡＣを測る。その
角度をもとに直角三角形ＡＢＣの縮図

' ' ' 'である直角三角形ＡＢＣを作図してＢ
Ｃの長さを測り、木までの距離ＡＣも'

測る。ＡＣ：ＡＣ＝ＢＣ：ＢＣの式からＡＣを求め、目の高さＣＤをこれに加えれ' ' ' '
ば、木の高さが求められる。

第９～１１時
まずは、③の方法で、校舎の高さをみんなで測ります。

ストロー・フロッピィケース・二分の一の分度器を印刷した

紙・赤い糸・五円玉（ワッシャー）を材料として準備し、

こんな角度測定器を作りました。

いざ、測量です。

ほんとに校舎の高さが

わかるのかなぁ。
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校舎の高さを求めよう
☆下の測定結果をもとにして、縮図をかいて、校舎の高さを求めよう。

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

角度は何度でしたか？

校舎から、測定した所までの距離は？

自分の目までの高さは？

測った結果をもとに、

作図・実測・計算をして

高さを求めます。

求めた結果にびっくり。

みんなの平均が１１．８４ｍで

実際の高さは１２．０５ｍだって。

すごい。私なんか１２．０８ｍだったもん。
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この中のどの道具

と、相似な図形の性

質を使って、何の高

さを調べようかな

ぁ。

そうだ、１ｍの棒を

使ってポプラの木の

高さを調べよう。

結果はこれ
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考えるときのよりどころとし

て使ったひらめきの素です。

新しいことを学ぶとリングに

どんどんファイルしていきま

した。
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振り返りシート⑧ ３年 組 氏名【 】
〔今日はどんなことを学びましたか〕

大変 まあまあ あまり ぜんぜん〔自己評価をしよう〕
楽しく学習できた ４ ３ ２ １

勉強してきたいろいろなことが関係しているのに驚いた ４ ３ ２ １
相似条件などが使えてうれしかった ４ ３ ２ １

【今日の学習の感想】

振り返りシート⑩ ３年 組 氏名【 】
〔今日はどんなことを学びましたか〕

大変 まあまあ あまり ぜんぜん〔自己評価をしよう〕
楽しく学習できた ４ ３ ２ １

自分の調べた結果をまとめることができた ４ ３ ２ １
勉強したことが利用できたことがうれしかった ４ ３ ２ １

【今日の学習の感想】

毎時間の授業後に

書いた振り返りシート

です。




